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【補修の対象となるひび割れ】

コンクリート構造物（捨てコン、均しコンなど殆ど強度を必要とせず気象作用のないも

のを除く）で、次のひび割れを補修の対象とする。

構造物の分類 ひび割れ幅 ( )w mm
w 0.05水利構造物 ≧

0.1その他の構造物 ｗ≧

（参考）かし担保で補修が必要となるひび割れ幅

構造物の分類 ひび割れ幅ｗ( ) ひび割れ幅ｗと長さ ( )mm L mm
0.2 0.05 0.2 L 500水利構造物 ｗ≧ ≦ｗ＜ かつ ≧

0.4 0.1 0.4 L 500その他の構造物 ｗ≧ ≦ｗ＜ かつ ≧

【ひび割れ補修工法（参考 】）

補修工法 ひび割れの状態 内 容

、 、ひび割れ被覆工法 ひび割れ幅 ・ひび割れに塗膜を構成させ 防水

以下の場合 耐久性を向上させる目的で行われる0.2mm
工法

注入工法 ・ひび割れに樹脂系あるいはセメン

ト系の材料を注入して、防水性、耐

久性を向上させるものであり、仕上

げ材がコンクリートの躯体から浮い

ている場合の補修にも採用される工

法

充てん工法 ひび割れ幅 ・ひび割れに沿って 字型にコンクU
以上の場合 リートをカットし、その部分に補修0.5mm

鉄筋が腐食してい 材を充てんする工法

ない場合

（注）補修工法は、事業主管課と協議して定めること




